
津山市公共交通網形成計画 新旧対照表（赤文字、赤線囲み部分は変更、追加箇所）

変更後 変更前 備考

   はじめに    はじめに

      (1)計画策定の趣旨及び位置付け       (1)計画策定の趣旨及び位置付け

         ●計画の位置付け（１ページ）          ●計画の位置付け（１ページ）

　４．上位計画・関連計画の整理 　４．上位計画・関連計画の整理

　　(3)津山市立地適正化計画（24ページ） 　　(新設）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 拡大したものは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 別紙を参照。

　

・津山市立地適性化計画が令和元
　年8月策定のため、策定中の文
　言を削除

・新たに立地適正化計画の整理
　ページを挿入
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付議事項１



津山市公共交通網形成計画 新旧対照表（赤文字、赤線囲み部分は変更、追加箇所）

変更後 変更前 備考

　４．上位計画・関連計画の整理 　４．上位計画・関連計画の整理

　　(4)津山市地域福祉計画（25ページ） 　　(3)津山市地域福祉計画（24ページ）

　　表　上位計画・関連計画の一覧（25ページ） 　　表　上位計画・関連計画の一覧（24ページ）

　

　５．地域課題と地域公共交通の課題整理 　５．地域課題と地域公共交通の課題整理

　　課題と公共交通への要請 　　課題と公共交通への要請

　　 ◇まちづくりの課題 　　 ◇まちづくりの課題

　　　◆まちづくりの課題から公共交通への要請（28ページ） 　　　◆まちづくりの課題から公共交通への要請（27ページ）

・津山市立地適正化計画ページ
　挿入によるナンバーリングの
　変更

・津山市立地適正化計画ページ
　挿入により、一覧から「津山市
　立地適正化計画」を削除

・津山市立地適正化計画の策定に
　よる文言の変更
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付議事項１



津山市公共交通網形成計画 新旧対照表（赤文字、赤線囲み部分は変更、追加箇所）

変更後 変更前 備考

　７．目標とする公共交通体系 　７．目標とする公共交通体系

　　①津山市域内の公共交通の幹となる「公共交通軸」の設定 　　①津山市域内の公共交通の幹となる「公共交通軸」の設定

（30ページ） （29ページ）

　　②津山市域全体の公共交通（31ページ） 　　②津山市域全体の公共交通（30ページ）

・「都市機能誘導区域」「居住誘
　導区域」の定義に変更。

・「都市機能誘導区域」「居住誘
　導区域」の定義に変更。
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付議事項１



津山市公共交通網形成計画 新旧対照表（赤文字、赤線囲み部分は変更、追加箇所）

変更後 変更前 備考

　７．目標とする公共交通体系 　７．目標とする公共交通体系

　　③中心部の公共交通　　　　　　　　　　　　　 （32ページ） 　　③中心部の公共交通　　　　　　　　　　　　　 （31ページ）

　　④居住誘導区域等での公共交通　　　　　　　　 （33ページ） 　　④住居集積地域での公共交通　　　　　　　　　 （32ページ）

・「都市機能誘導区域」に合わせ
　た定義に変更

・「居住誘導区域」に合わせた
　た定義に変更
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付議事項１



津山市公共交通網形成計画 新旧対照表（赤文字、赤線囲み部分は変更、追加箇所）

変更後 変更前 備考

 　８．目標達成に向けた施策・事業  　８．目標達成に向けた施策・事業

　　「まちづくり」といっしょに考える公共交通の実現に向けて 　　「まちづくり」といっしょに考える公共交通の実現に向けて

（37ページ） （36ページ）

・「都市機能誘導区域」に合わせ

　た内容に変更

・「拠点集積地域」の定義を削除

・「居住誘導区域」に合わせ

　た内容に変更

・「住宅集積地域」の定義を削除
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付議事項１



津山市公共交通網形成計画 新旧対照表（赤文字、赤線囲み部分は変更、追加箇所）

変更後 変更前 備考

【用語集】 【用語集】

（43ページ） （42ページ）

・グループタクシーの記述を記載。

・他自治体の実例を記載。
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付議事項１



（３）津山市立地適性化計画

策定年 令和元年 8月

計画期間 令和元年度（2019）～22 年度（2040）

将来像 ■基本方針 “ずっと暮らしたい”やさしさと元気あふれるまち津山

■計画の目標値 居住誘導区域の人口密度 令和 22 年 34.4 人／㏊

バス利用者数（ごんごバス東・小・西循環線） 令和 22 年 105,000 人／年 等

概要 ■対応方針

(1)中心市街地の活性化

・公共交通の充実や道路環境の整備などにより、歩いて暮らせるまちの形成を推進します。

・津山市の玄関口となる津山駅周辺地域では、交通結節点機能の強化などの拠点性向上を図ります。

(2)良好な居住エリアの形成とコンパクト化

・生活拠点と中心市街地間のアクセス向上など交通環境の整備を推進します。

(3)空き地や空き家等の低未利用地の有効利用

(4)公共交通サービス水準の維持・向上による円滑な移動手段の確保

・公共交通沿線への居住誘導やバス等の利用を促進することで、公共交通のサービス水準の維持・

向上を図り、高齢者や若者・子育て世代をはじめとする市民の円滑な移動手段を確保します。

■誘導区域の設定

(1)居住誘導区域

居住誘導区域は、人口減少の中にあっても一定のエリアにおいて人口密度を維持することに

より、生活サービスや地域コミュ

ニティが持続的に確保されるよ

う、居住を誘導すべき区域です。

(2)都市機能誘導区域

都市機能誘導区域は、医療・

福祉・商業等の都市機能を都市

の拠点に誘導し集約することに

より、これらの各種サービスの

効率的な提供を図る区域です。

公共交通

関連施策

■誘導施策

(1)居住誘導するための施策

(2)都市機能誘導するための施策

24

津山市立地適正化計画 拡大



グループ タ ク シーのスケジュ ール変更案について

津山市

地域公共交通

グループ タ ク シー

津山市

地域公共交通

グループ タ ク シー

令和 年（ 年）2 2020 令和 年（ 年）3 2021

月4 月5 月6 月7 月8 月9 月10 月11 月12 月1 月2 月3

令和 年（ 年）2 2020 令和 年（ 年）3 2021

月4 月5 月6 月7 月8 月9 月10 月11 月12 月1 月2 月3

当

初

想

定

変

更

案

調整　 　 　 アンケート 　 　

①ア ン ケート 開始
②問題点洗い出し

①ア ン ケート 集計
②問題点整理

修正
検討　 　 　

 修正等実施、  随時  ヒ ア リ ング　 　

①ヒ ア リ ン グまと め
②利用状況ま と め

 社会実験終了
　 ‥継続実施判断 社会実験開始

（ 3地区想定）

他地区の実施検討　 　 実施素案
の作成　 　 R3年度当初予算編成　 　必要に応じ て

６ 月議会対応　
 予算内示後  対応

 グループタ ク シー審議  グループタ ク シー審議　 　 　  グループタ ク シー審議 社会実験総括

付議・ 報告 事業評価
付議・ 報告　 　 　

付議

①新型コ ロ ナウイ ルス感染症の動向監視
②社会実験地区の想定練り 直し
③地域、 事業者協議　 　 　 　

想定実験地区以外の検討　 　 実施素案
の作成　

R3年度当初予算編成　 　

必要に応じ て
9月議会対応　

 予算内示後  対応

 グループタ ク シー
　 スケジ ュ ール変更　 　 　

 グループタ ク シー審議　 　 　
①社会実験総括
②継続実施判断

 アン ケー
ト 案付議　付議

必要に応じ て 文書審議な ど を 実施

調整　 　 　

アン ケート
開始　 　

 グループタ ク シー審議　 　 　

   事業ヒ アリ ン グ
   事業評価準備　 　

事業評価
付議・ 報告　 　 　

①地区想定案の策定
②内容の整理
③作成物の整理

①実施案の確定
②地域、 事業者協議
③配布物等作成

継続時
の予算

必要に応じ て
12月議会対応　

付議

①新型コ ロ ナウイ ルス
　 感染症の公共交通事
　 業者への影響調査
②ス ケジュ ール調整

①実施案の確定
②地域、 事業者協議
③配布物等作成

①ア ン ケート 案
②問題点洗い出し 必要に応じ て

12月議会対応　
必要に応じ て
3月議会対応　

【令和2年度 第1回津山市地域公共交通会議 付議案】

開
始
時
期

開
始
時
期

終
了
時
期

終
了
時
期



阿波交通空白地有償運送 運行事業

（１）事業目的

公共輸送に恵まれない地域の交通の利便性を図り、地域住民

の生活のために必要な旅客輸送を実施するもの

（２）運行形態

交通空白地有償運送

（３）運行経路

津山市阿波地区(旧阿波村)内と JR 美作河井駅まで

（裏面参照）

（４）利用料金

阿波地区内 1回 150 円

阿波地区から JR 美作河井駅 1回 300 円

※ 待機料金 15 分までは無料

15 分～30 分 100 円

30 分～45 分 200 円

45 分～60 分 300 円

60 分以上 400 円

（５）運行開始

平成 24年 7 月(以前は過疎地有償運送として実施)

（６）使用車両など

登録運転手の自家用車両にて運行

（７）更新予定日

令和２年６月２７日

付議事項③ 資料

【裏面有り】



≪参考≫

【運行区域】

【阿波過疎地有償運送（利用者状況 単位：人）】

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月
合計

（4～3）

合計

（10～9）

H28 55 62 73 73 63 106 105 108 80 84 119 134
1062 860

（累計） 55 117 190 263 326 432 537 645 725 809 928 1062

H29 88 98 82 74 62 90 76 103 146 111 79 130
1130 1124

（累計） 88 186 268 342 404 494 570 673 819 930 1009 1139

H30 106 100 107 74 82 95 86 75 101 105 71 60
1062 1209

（累計） 106 206 313 387 469 564 650 725 826 931 1002 1062

H31(R 元) 64 47 55 56 74 56 58 32 55 57 44 31
629 850

（累計） 64 111 166 222 296 352 410 442 497 554 598 629

JR美作河井駅まで
（300円）

津山市阿波地区

(地区内 150 円)
阿波地区

ＪＲ美作河井駅

加茂町

知和地区



報 告 案 件 １（新型コロナウイルス感染症による公共交通における影響について）

【各系統の利用者数の推移】

【ごんごバス】
　西循環線は、鏡野延長の
影響で利用者が増えていた
ため、３ヶ月では利用者は
増加しているが、４月は全
路線において大幅な減少が
見られる。
４月の対前年比の利用者数
は△４０％

【市営バス】
　市営阿波バスは、学校休
校の影響が大きい。
４月の対前年比の利用者数
は△３４％

【地域巡回バス】
　加茂地域巡回バスは、２
月から前年比で大きな減少
が見られる。
４月の対前年比の利用者数
は△６６％

【幹線バス】
　幹線バスは、３月、４月
の高等学校休校の影響によ
り、大幅な減少が見られる。
４月の対前年比の利用者数
は△４０％

【全　　体】
　学校の休校、不要不急の
外出自粛、イベント自粛な
どにより、利用者が激減
４月の対前年比の利用者数
は△４１％





報 告 案 件 ２（ 市営阿波バスの車両更新 ）
阿波地域のスクールバスの状況について

令和元年度

スクールバス（28人乗） 市営阿波バス（39人乗）

小学生
（対象:19名）

中学生
（対象:9名）

高校生
（美作河井駅）

一般利用者

令和２年度

スクールバス（28人乗）

小学生
（対象:18名）

中学生
（対象:8名）

市営阿波バス（10人乗り車両 2台）

高校生
（美作河井駅）

一　般
利用者

小学生・中学生を
スクールバス1台に統合

【過去】　スクールバスの乗車定員が２８人であり、小学生と中学生が１台では乗り切れないため、
　　　　　市営阿波バスへの中学生を混乗（スクールバス対応）を選択
【現在】　令和元年度は小学生と中学生の人数が乗車定員ギリギリであるため、市営阿波バスへの中
　　　　　学生の混乗を維持
【今後】　①令和２年度の小学生と中学生の人数が減少しており、スクールバス１台での対応が可能
　　　　　②市営阿波バスの利用者数の動向から、28人乗りバスではなく10人乗り車両ヘ移行
　　　　　③小学生・中学生の人数が増加した場合は、10人乗り車両１台を予備車両としてスクール
　　　　　　バスに対応する。


